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琵
琶
湖
畔

琵
琶
湖
畔

琵
琶
湖
畔

琵
琶
湖
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に
て
に
て
に
て
に
て
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昨
年
12
月
２
日

（
日
）、
滋
賀
県
の
琵
琶
湖
畔
に
建
つ

｢

エ
ク
シ
ブ
琵
琶
湖｣

に
て
臨
時
総
会

（兼
忘
年
会
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
、
会
員
制
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

で
、
高
級
感
が

一
杯
。
今
回
の
参
加
会
員
は
18
名
で
、
大

学
か
ら
は
、
柳
澤
副
理
事
長
、
波
多
野
学
長
、
藤
田
総
務

部
長
、
林
総
務
課
長
、
磯
財
務
課
長
、
飯
島
総
務
課
員
が

参
加
し
、
美
味
し
い
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
懇
親
を

深
め
ま
し
た
。 
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翌
日
12

月
３
日
は
、

波
多
野
学
長
の
お
誕

生
日
と
い
う
こ
と
で
、

二
次
会
場
に
お
い
て
、

兵
庫
県
の
窪
田
様
よ

り
学
長
に
バ
ー
ス
デ

ー
ケ
ー
キ
と
参
加
者
全
員
に
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
が
振
舞

わ
れ
る
と
い
う
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
あ
り
ま
し
た
。
学
長
も
突

然
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
の
合
唱
に
、

ち
ょ
っ
と
照
れ
な
が
ら
も
大
喜
び
の
ご
様
子
で
し
た
。
窪

田
様
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖湖
東東東東東東東東東東東東
三三三三三三三三三三三三
山山山山山山山山山山山山
をををををををををををを
巡巡巡巡巡巡巡巡巡巡巡巡
るるるるるるるるるるるる
旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅            

翌
日
は
雲
ひ
と
つ
な
い
冬
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
紅
葉
が
ま

だ
残
っ
て
い
れ
ば
い
い
な
と
願
い
つ
つ
、

一
行
は

「
湖
東

三
山
」
へ
と
バ
ス
を
走
ら
せ
ま
す
。
「
湖
東
三
山
」
と
は

琵
琶
湖
の
東
側
に
位
置
す
る
百
済
寺

・
金
剛
輪
寺

・
西
明

寺
の
総
称
で
す
。 

同
行
し
た
波
多
野
学
長
は
、
歴
史
的
な
寺
院
建
築
の
専

門
家
で
、
国
内
外
の
古
建
築
復
原
な
ど
を
多
数
手
掛
け
て

い
ま
す
。
最
後
に
訪
れ
る

「
西
明
寺
」
で
は
、
学
長
か
ら

の
講
義
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
皆
、
学
生
に
な
っ
た
気

分
で
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
向
い
ま
し
た
。 

 
 

ま
ず
最
初
に
訪
れ
た
の
は

「
百
済
寺
」
。
「
ひ
ゃ
く
さ
い

じ
」
と
読
み
ま
す
。
推
古
天
皇
の
御
代
に
聖
徳
太
子
の
御

願
に
よ
り
創
建
さ
れ
た
古
刹
で
、
開
創
当
時
の
ご
本
尊
は
、

太
子
自
作
の

「
植
木
の
観
音
」
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
山
門
か
ら
本
堂
、
庭
園
と
広
大
な
敷
地
で
見
応

え
が
あ
り
、
特
に
池
泉
廻
遊
式
の
「
喜
見
院
の
庭
園
」
は
、

別
称

「
天
下
遠
望
の
名
園
」
と
も
い
わ
れ
、
頂
上
か
ら
は

パ
ノ
ラ
マ
の
景
観
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

懇

親

会

場

で
記
念

の
集

合

写
真 

懇

親

会

会

場

に
て
恒

例

の
集

合

写
真

撮

影 



続
い
て
聖
武
天
皇
の
祈
祷
寺
と
し
て
行
基
が
開
山
し

た

「
金
剛
輪
寺
」
へ
。
本
堂
に
安
置
さ
れ
た

「
秘
仏
本
尊

聖
観
世
音
菩
薩
」
は
、
「
生
身

の
観
音

」
と

し

て
信

心
さ
れ

て
い
る
そ

う

で
す
。
そ

の
い
わ
れ
は
、

行
基
が

一
刀
三
礼
、

拝

み
な
が

ら
彫

刀
を
進

め

て
い
る
と
、

や
が

て
木

肌
か

ら
赤

い
血
が

一
筋

流
れ
お
ち
、

観
音
様

に
魂
が

宿

っ
た
と

し

て
、

直

ち

に
そ

の
彫

刀
を
祈

り
、

粗
彫

り

の
ま
ま
本

尊

と

し

て
安

置

し
た

こ
と
か

ら
と

い
う

こ
と

で

す
。
何
と
も
神

秘
的
な
お

話

で
す
ね
。 

最
後
に
訪
れ
た

「
西
明
寺
」
は
、
三
修
上
人
が
、
仁
明

天
皇
の
勅
願
に
よ
り
開
創
さ
れ
、
織
田
信
長
が
比
叡
山
を

焼
き
討
ち
し
た
直
後
に
、
焼
き
討
ち
に
あ
い
ま
し
た
が
、

幸
い
に
本
堂
と
二
天

門
は
火
難
を
免
れ
ま

し
た
。
本
堂
は
国
宝
の

第

一
号
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。 

さ

て
、

こ
こ
で

い
よ

い
よ
波
多

野
学

長

の
講
義

の
時

間
が

や

っ

て
ま

い
り
ま

し
た
。

西
明
寺
本
堂

は
、

屋
根

は

桧

皮
葺
き
、
壁

の
上
部

に
あ

る

「
か

え
る
ま
た
」

（
蛙
が

足
を
踏

ん
張

っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

た
め

）
が

数
種
類

あ

り
、

建
物
が

増

築
さ
れ
た

歴
史
を

示
す
大
変
貴

重
な

歴
史
的
建
造
物
だ

そ

う

で
す
。
詳
細

は

こ
こ
に
書
き
き

れ
ま

せ
ん
が

、

建
築

の
専

門

家

の
目
か

ら

見
た
構
造
美

の
素
晴

ら

し

さ
を
教

え

て

く
だ

さ

い
ま

し
た
。 

 
 
            

帰
路
、
「
多

賀

大
社

」
に
立

ち
寄

っ
て
、

延

命

長
寿
や
良
縁

を
祈

願

し
ま

し

た
。
そ

の
後

「
彦

根
城

」

の
お

堀

端
を

通
り
抜

け

て
バ

ス
は
米

原
駅

へ
。

再
会

を
約
束

し

て
解
散
と
な

り
ま

し
た
。 
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１
月
13

日

（
日
）、
東
京
恵
比
寿
の

「
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン

ホ
テ
ル
東
京
」
に
て
大
学

・
後
援
会

・
工
友
会

・
宮
代

会
合
同
の
新
春
懇

親
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
総
勢
84

名
が

一
堂
に
会
し
、

新
た
な
る
年
に
期

待
を
込
め
て
、
祝
杯

を
挙
げ
ま
し
た
。 

 
 

西

明
寺

参

道

に
唯

一
残

っ
て
い
た
紅

葉 

波

多

野
学

長

よ
り
西

明
寺

本

堂

（
右

）
に
つ
い
て
詳

し
く
解

説 


